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行動療法 にお けるアサ ー シ ョン ・

トレーニ ング研究 の歴史 と課題

三 田 村 仰

Salter(1949/2000)が 『条 件 性 反 射 療 法 』 の 中 で アサ ー シ ョンの 必 要 性 を

主 張 して か ら半 世 紀 以 上 が過 ぎた。 現 在 で も アサ ー シ ョンの 重 要性 は 主張 され

続 け て い るが,70-80年 代 の ア サ ー シ ョン ・ トレー ニ ン グ研 究 の 最 盛 期 を過

ぎ,現 在 で は ア サ ー シ ョ ン ・トレー ニ ングの研 究 は社 会 的 ス キ ルの研 究 の 中 に

み られ る 。 ア サ ー シ ョ ンの概 念 は,こ れ まで 多 くの 研 究 者 に よ って微 妙 に異 な

る意 味 で使 用 され て きた 。 また,ア サ ー シ ョ ンに必 要 と され る"適 切 さ"を ど

う捉 え るか が 大 きな 問 題 で あ っ た 。 本 稿 で は,行 動 療 法 の 縮 図 と もい え る アサ

ー シ ョン ・トレー ニ ン グ研 究 の 歴 史 につ い て
,そ の定 義,対 人 的 影 響 の 問 題 に

焦 点 を当 て なが ら概 観 す る。

アサ ーシ ョン ・トレーニ ングの誕 生(1949年 一60年 代)

ア サ ー シ ョンの 起 源 は,1949年 に 出版 され たAndrewSalterの 『条 件 反 射

療 法(ConditionedReflexTherαpy)』 に由 来 す る。Salterは,本 来 的 に 人 は

「活 動 的(excitatory)」 で あ る が,多 くの 人 は子 ど も時代 に受 け た躾 な どの 学

習 に よ り過 度 に 「抑 制 的 」 に な って い る と して,ア サ ー シ ョ ン(自 己主 張)の

必 要性 を説 い た(Salter,1949/2000,p.17)。

そ の後10年 を経 て,Wolpe(1958)は,神 経 症 の 治 療 に お い て,「 弛 緩 反

応 」,「性 反 応 」 と と もに 「ア サ ー シ ョ ン(主 張 反 応,assertiveresponse)」

が,不 安 の 抑 制 に 特 に有 効 な 反 応(神 経 症 性 反 応 へ の 逆 制 止)の1つ で あ る
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と した。Wolpe&Lazarus(1966)は こ の 主 張 行 動 の 重 要 性 に着 目 し,不 安

に拮 抗 す る 反 応 と して,怒 り感 情 の 表 出 を含 む 主 張 行 動 の トレー ニ ン グ,す な

わ ち,ア サ ー シ ョ ン ・ト レー ニ ン グ(以 下AT)を 開発 した。Wolpeは,AT

の 治 療 機 序 と して,主 張 行 動 が 不 安 を抑 制 す る とい う レス ポ ン デ ン ト条件 づ け

に よ る説 明 をお こ な っ た 。 更 にWolpeは,主 張 行 動 は そ の 結 果 と して得 られ

る環 境 か らの 強 化 に よ りオペ ラ ン ト行 動 と して 自発 され る よ う に な る と も考 え

た。

1)ア サ ー シ ョン ・ トレー ニ ング の対 象Wolpe&Lazarus(1966)は,

ATの 対 象 と して,主 に,対 人 場 面 で不 安 を もち,適 切 な 気 分 の 表 出 や適 応 的

行 動 が 抑 制 され てい る臨 床 患 者 を挙 げ た。 ま た,詳 細 な ア セ ス メ ン トの 下,抑

うつ 患 者,過 呼 吸 患 者 な ど様 々 な対 象 に もATを 用 い た 。

2)ア サ ー シ ョ ン ・トレー ニ ング の技 法WolpeがATを 始 め た 時 点 で既

に,心 理 教 育,読 書 療 法,行 動 リハ ー サ ル,SUD尺 度 に よ る不 安 モ ニ タ リ ン

グ,オ ペ ラ ン ト技 法 な ど(Wolpe,1958,1982),ATの 実 証 的 研 究 の前 段 階 で

は あ る もの の 行 動 療 法 の基 本 的技 法 の原 型 が ほ とん ど出揃 っ た。

3)ア サ ー シ ョンの 定 義 初 期 の研 究 に お い てWolpeは,ア サ ー シ ョン

を 「不 安 と拮 抗 す る情 動 の表 出」 で あ る と考 え て お り,ア サ ー シ ョ ン と攻 撃 的

行 動 との 区 別 は 十 分 に お こ な っ て い な か っ た(DeGiovanni&Epstein,

1978)。 しか しそ の 後Wolpeは,「 主 張 行 動(ア サ ー シ ョ ン)は,他 者 に対 す

る,不 安 以 外 の 適 切 な情 動 表 出 で あ る(Wolpe,1982)」 と して 適 切 性 をア サ

ー シ ョンの 条件 に加 え た 。

アサ ー シ ョン ・トレーニ ング研 究 の発 展(70年 代 初頭)

70年 代 初 頭 に な る とATの 効 果研 究 が始 まっ た。McFallら(Mcfall&Lill-

esand,1971;Mcfall&Twentyman,1973)は そ れ まで にATの 実 証 的 研 究

が 少 な か っ た 理 由 と して,定 義 が 不 明 瞭 で あ っ た こ とや,組 織 だ っ たATが

お こ な わ れ て い な か っ た こ と を反 省 し,質 問 紙 や 行 動 評 定 な ど を用 い てAT
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の効 果研 究 及 び トレー ニ ン グ技 法 の研 究 を推 進 した 。 更 にAT研 究 は この 頃

か ら80年 代 に か け て最 盛 期 を迎 え る(Brown&Brown,1980)。

1)ア サ ー シ ョ ン ・ ト レー ニ ン グ の 対 象McFallら(Mcfall&Lille-

sand,1971;Mcfall&Twentyman,1973)は 大 学 生 を対 象 と した ア ナ ロ グ研

究 に よ っ てAT研 究 を発 展 させ た。 ま た,大 学 生 の対 象 の み な らず,ATの 適

用 対 象 は 拡 大 し,統 合 失 調 症(Weinman,Gelbart,&Wallace,1972),ア ル

コ ー ル依 存(Adinolfi,Mccourt,&Geoghegan,1976),性 的 逸 脱(Edwards,

1972),夫 婦 間葛 藤(Eisler,Miller,&Hersen,1974)な ど広 範 に用 い ら れ る

よ うに な っ た。

2)ア サ ー シ ョン ・ト レー ニ ン グ の 技 法ATに 関 す る研 究 が 進 む に つ

れ,次 第 にATに つ い て の 初 期 の 説 明 モ デ ル,す な わ ち,「 逆 制 止 と レス ポ ン

デ ン ト条 件 づ け に よ る説 明 モ デ ル」 の 限 界 が 指 摘 され 始 め た(Galassi&Ga-

lassi,1978)。 社 会 的 学 習 理 論 が 登 場 す る と,ATの 説 明 モ デ ル は媒 介 要 因 を

含 む認 知 行 動 モ デ ル に代 わ り,ト レー ニ ング技 法 に もモ デ リン グや 内 潜 的 モ デ

リ ン グな どが取 り入 れ られ 技 法 の 拡 充 が 進 ん だ 。 同 時 に1960年 代 に 入 り認 知

療 法 が 台 頭 し始 め る と,そ れ に伴 っ てATも,自 己 教 示 や 認 知 再 構 成 な ど の

技 法 を含 ん だ多 彩 な 認 知 行 動 療 法 パ ッケ ー ジ(Lange&Jakubowski,1976;

Wo脆&Fodor,1975)へ と進 化 を遂 げ た。

3)ア サ ー シ ョ ンの 定 義ATは 行 動 療 法 以外 の 理 論 家 か ら も大 い に影 響

を受 け た。 人 間性 心 理 学 に基 づ く立 場 のAlberti&Emmons(1970)は,ア

サ ー シ ョンが適 切 な 自 己主 張 で あ る こ と を理 論 的 に示 す ため,不 適 切 な 自己 主

張 で あ る 「攻 撃 的行 動 」 と自 己主 張 が お こな え て い な い 「受 身的 行 動 」 の概 念

を示 し,ア サ ー シ ョ ンは こ れ ら と異 な る主張 行 動 で あ る と した。 この よ うに 適

切 な 自己 主 張 の アサ ー シ ョ ン とそ うで ない攻 撃 的行 動 や 受 身的 行 動 と を分 け,

そ れ らの 間 に線 を 引 こ う とい う方 法 は,ア サ ー シ ョ ンを理 解 す る上 で 有 用 な モ

デ ル で あ っ た 。

一 方 この 頃
,行 動 療 法 家 の 間で は,「 アサ ー シ ョ ン」 の 語 に は 「情 緒 的 な や

りと りに関 す る対 人 的 ス キ ル も含 め るべ きで あ る」(Serber,1971)と い っ た
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アサ ー シ ョン概 念 の拡 張 論 派 と 「定 義 の 引 き伸 しは,ア サ ー シ ョン を実 質 的 に

無 意 味 な 概 念 に す る」 と い う拡 張 反 対 論 派(Jakubowski-Spector,1973;

Lazarus,1971)と の議 論 が 生 じ始 め て い た 。

アサ ー シ ョン ・ トレーニ ング研 究 の挑 戦(70年 代後 半)

アサ ー シ ョ ン研 究 が 進 む に つ れ,当 初 か ら議 論 が あ っ た定 義 の問 題 に,よ り

注 目が 集 ま る よ うに な っ た 。 こ の定 義 の 問 題 の 中心 は,適 切 な 自己 主 張 と され

た ア サ ー シ ョ ン と不 適 切 な 自己 主 張 とさ れ る攻 撃 的行 動 とを如 何 に弁 別 し,客

観 的 に捉 え る か とい う線 引 き問題(以 下,線 引 き問題)で あ っ た。

1)ア サ ー シ ョ ン 」 トレー ニ ン グの 対 象 米 国 で は 女性 の 行 動 療 法 家(e.

g.,Jakubowski-Spector,1973;Linehan,1979;Wolfe&Fodor,1977)た ち

の 活 躍 に よ りATは 当 時,社 会 的 に そ の 権 利 を 抑 圧 され て き た女 性 に広 く紹

介 され る よ うに な っ た(Linehan,1984)。 こ れ に伴 い 対 象 も一 般 の 人,特 に

女性 を含 む社 会 的弱 者 へ と変 化 して い っ た。

2)ア サ ー シ ョ ンの定 義 この 頃,ア サ ー シ ョ ンの 定 義 は か な りの 数 まで

増大 して い た。 例 え ば,ア サ ー シ ョンの定 義 を い くつ か の カ テ ゴ リー に ま とめ

る と,「 肯 定 的 結 果 を 招 く行 動(Rich&Schroeder,1976)」,「 自己 表 現

(Rathus,1973;Salter,2000;Wolpe&Lazarus,1966)」,「 個 人 の 権 利 の

主 張(Alberti&Emmons,1970;Lange&Jakubowski,1976)」 な どに 分 け

る こ とが で きる 。 更 に,ア サ ー シ ョ ンは 「多 元 的 な 概 念(Linehan&Egan,

1979)」 で あ る た め,数 あ る定 義 の カ テ ゴ リー 分 け さ え一 定 しな か っ た(Ga-

lassi,Galassi,&Vedder,1981)。 定 義 の 問題 につ い て は 既 に詳 しい レ ヴュ ー

が あ るい くつ か あ る(Galassi&Galassi,1978;Rich&Schroeder,1976)

が,中 で も後 に多 くの 定 義 の 分 類 を試 み たWilson&Gallois(1998)に よれ

ば,ア サ ー シ ョ ンの 定 義 は,少 な く と も専 門 文 献 で 用 い られ て い る もの で13

個,一 般 書 で は23個 の そ れ ぞ れ 異 な る もの が あ っ た こ とが 分 か った 。Galassi

&Galassi,(1978)は,「 恐 ら くア サ ー テ ィブ 行 動 は 他 の 行 動 的 概 念 と比 べ
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て,よ りセ ラ ピス トの 理 論 や 価 値 観 に依 存 して 定 義 され る だ ろ う」(p.16)と

述 べ てお り,ア サ ー シ ョンの 定 義 の 混乱 を指 摘 した。

3)ア サ ー シ ョンの 機 能 的 定 義 数 あ る定 義 の 中 で も特 徴 的 な 定 義 が この

頃登 場 した 。Rich&Schroeder(1976)は ア サ ー シ ョン を 「強 化 子 の 喪 失 や

罰 子 の 出 現 の リス ク を負 った 対 人 的 状 況 で引 き起 こ され る,強 化 の 維持,向 上

を希 求す るス キ ル」 で あ る と して,ア サ ー シ ョン を主 張 行 動 の 表現 方法 や強 度

か らで は な く,結 果 的 に強 化 子 を得 られ た か どうか で 捉 え るべ き と考 え た。 こ

の 機 能 に よ る定 義 は行 動 分 析 の考 え に 基づ い た 対 人 ス キ ル の 定 義(Goldfried

&D'zurilla,1969)に 由来 して い る。 しか しなが ら,こ れ らの 機 能 的 定義 で は

暴 力 的 行 動 で さ え ア サ ー シ ョ ン に 成 り えて し ま う問 題 が 生 じる(線 引 き 問

題)。 そ こで,Rakos(1979)は 線 引 き問題 の 解 消 に有 効 な ア サ ー シ ョ ンの定

義 と して 「連 鎖 的 定 義(behavioral-chaindefinition)」 を 提 案 した 。Rakos

は 「単 な る主 張 行 動 」 と 「主 張 行 動+義 務 の遂 行 」 と を分 け,後 者 が アサ ー シ

ョンで あ る と した。 「単 な る主 張 行 動 」 とは,「 今 日は 残 業 で き ませ ん 。」 な ど

の 明確 で直 接 的 な権 利 主 張 の こ とで あ る。 こ れ に相 手 の権 利 を十 分 考 慮 し,必

要 な らば代 替 案 を 出す とい っ た 「義 務 の 遂行 」 を加 え る こ とで 単 な る 自己 主 張

は ア サ ー シ ョ ンに変 わ る と考 え た。

4)ア サ ー シ ョ ンの対 人 的影 響 自己 主 張 の 適 切 性 とは どの よ うに決 ま る

の だ ろ うか 。Eisler,Hersen,Miller,&Blanchard(1975)は,主 張 す る側 と

相 手 との 親 し さを統 制 した実 験 に よって,ア サ ー シ ョ ンが 文 脈 に応 じ変 化 す る

「状 況 特 異 的 行 動 」 で あ る こ と を示 した。 ま た,測 定 上 の 問 題 と して もア サ ー

シ ョン と攻撃 的行 動 は相 関 を示 す 傾 向 に あ り弁 別 は 不 十 分 で あ っ た(DeGio-

vanni&Epstein,1978)。 更 に この 頃,ア サ ー シ ョ ン概 念 の 妥 当性 が 実 証 的

に検 討 され 始 め た。 社 会心 理 学 を含 む多 くの 実 証研 究 が示 した結 果 は概 して ア

サ ー シ ョ ンの 妥 当性 に疑 問 を投 じる もの で あ っ た(Linehan&Egan,1979,

p.258)。 例 え ば,ア サ ー シ ョンが,特 に女 性 に お い て ネ ガ テ ィブ な結 果 を導

く とい う否 定 的 な 結 果 が 示 され(Delamater&Mcnamara,1986),男 性 と 同

程 度 に主 張 的 な女 性 は 「知性 が 低 く」,「好 ま し く思 わ れ な い 」 と評 定 され た
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(Lao,Upchurch,Corwin,&Grossnickle,1975)。

アサ ー シ ョン ・トレーニ ング再考 とSSTへ の 移行(80年 代)

70年 代,80年 代 に は全 盛 で あ っ たア サ ー シ ョ ン研 究 もや が て社 会 的 ス キ ル

の 一 要素 と してSST(socialskillstraining)研 究 の枠 組 み の 中 で扱 わ れ る よ

う にな った 。

1)ア サ ー シ ョ ンの 対 人 的 影 響70年 代 後 半 か ら明 らか にな っ た ア サ ー シ

ョンの対 人 的 影響 の 問 題 に対 し,こ れ を解 決 す るべ く 自己 主張 を適 切 にす る要

素 の検 討 が な され た 。 中で も,「 単 な る 自己 主 張 」 に 「付 加 的 な 言 葉 」 を加 え

る こ と の 効 果 が 多 く検 討 さ れ た。 例 え ば,「 共 感 的 な 自 己 主 張(Heisler&

Shipley,1977;Pitcher&Meikle,1980)」 が 通 常 の アサ ー シ ョ ン(自 己 主

張)と 比 較 して,よ り 「親 切 」で よ り 「敵 対 性 が低 い」 と評 価 され る(Woolfolk

&Dever,1979;Zollo,Heimberg,&Becker,1985)。 また,Romano&Bel-

Iack(1980)は 「共 感 性 」 に加 え,「 配 慮 」 や 「譲 歩(compromise)」 が 適 切

な ア サ ー シ ョ ン に と っ て 必 要 な 要 素 で あ る こ と を 示 し た 。Delamater&

McNamara(1986)は,こ れ らの研 究 を概 観 し,主 張 行 動 に 共 感 を加 える こ

と は,主 張 行 動 が 持 つ 潜 在 的 に ネ ガ テ ィブ な効 果 を最小 にす るた め,単 な る主

張 行 動 と比 べ よ り望 ま しい 対 人 的 反 応 を引 き出 す だ ろ う と結論 づ け た。 更 に,

Wildman(1986)は,「 付 加 的 な言 葉 」 は好 意 的 な評 価 を受 けや す い が,「 付

加 的 な言 葉 」 が な くと も,主 張 行 動 と一 緒 に ち ょ っ と した会 話 さ えお こな え ば

アサ ー シ ョンの ネ ガ テ ィブ な面 が 緩 和 され る こ と を示 した。

2)ア サ ー シ ョ ン ・ トレー ニ ン グか らSSTへ 様 々 な研 究 の 末 に ア サ ー

シ ョ ンの 定 義 づ け が 困 難 で あ っ た こ と,特 に,線 引 き問 題 に 直 面 したAT研

究 は,こ う した 問題 を解 決 す る べ く,や が て よ り包 括 的 な対 人 ス キ ル を扱 う

SST研 究 の 枠 組 み の 中 で扱 わ れ る よ う に な っ た 。SSTはHersenとBellack

に よる統 合 失 調 症 患 者 の た め の 包括 的 トレー ニ ン グ に 由来 す る(Bellack,Mue-

ser,Gingrich,&Agresta,2004)が,SSTに は 主 張訓 練 が 含 ま れ る(Hersen
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&Bellack,1976)た め,SSTは 今 日ATの 上 位 概 念 と して 位 置 づ け られ て い

る 。70年 代 まで のAT研 究 者(Galassi,Galassi,&Vedder,1981;Linehan

&Egan,1979)も80年 代 に 入 る 頃 に は,ア サ ー シ ョン の社 会 的 ス キ ルへ の

下位 概 念 化 を積 極 的 に提 案 し,ATはSSTと の違 い が 分 か ら ない ほ どSST的

な 包 括 的 コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ トレー ニ ン グ に な っ て い っ た(Galassi,Ga-

lassi,&Vedder,1981)。 こ の よ う に アサ ー シ ョ ンを社 会 的 ス キ ルの 一 部(自

己 主 張 ス キ ル)と して扱 う利 点 と して,Galassi,Galassi,&Vedder(1981)

は,「 トレー ニ ン グの 観 点 か ら,ト レー ナ ー が 参 加 者 に対 し,ど の 場 面 で も主

張 的 に な る よ う指 導 す る よ り も,直 面 した状 況 に応 じて社 会 的 に有 能 に振 舞 え

る よ う指 導 す る方 が よ り賢 明 で あ る」(p.300)点 な どを挙 げ て い る。 こ う し

て,ア サ ー シ ョン は社 会 的 ス キ ルの 下 位 ス キ ル と して研 究 され てい くこ と とな

っ た。

3)ア サ ー シ ョ ンの 定 義Linehan(Linehan,1984;Linehan&Egan,

1979)はATのSST化 を促 し,そ れ を実 践 した一 人 で あ る。Linehanは そ

れ まで の アサ ー シ ョンの 定 義 が 自己 主 張 の 「明確 さ」 や 「直 接 さ」 とい った形

態 的側 面 か ら捉 え られ て来 た こ と に対 し,自 己主 張 の 機 能 的 定 義 の 有 効性 を改

め て説 い た。 効 果 的 な 自己 主 張 を アサ ー シ ョ ンと考 えれ ば,主 張 方 法 は よ り柔

軟 に な るか らで あ る 。 そ して,Linehanは これ ま で の ア サ ー シ ョ ンに 代 わ る

もの と して 「対 人 的 効 果 性(interpersonaleffectiveness)」 の 概 念 を提 案 し

た 。対 人 的 効 果 性 とは,3つ の 目標 を想 定 して お り,そ れ ぞ れ,「 自 らの 目標

獲 得(objectiveeffectiveness)」,「 相 手 と の 関 係 性 維 持 ・改 善(relationship

effbctiveness)」,「 自尊 心 の 維 持 ・向 上(self-respecteffectiveness)」 の 効 果

的 な達 成 を意 味 す るス キ ル で あ る。

Linehanの 心理社 会 的 スキ ル ・トレーニ ング(90年 代)

Linehan(Linehan,1993a)は,境 界性 人 格 障 害 患 者 の た め の 認 知 行 動 療

法 で あ る弁 証 法 的行 動療 法 を開発 した。 この 弁 証 法 的行 動 療 法 に は,Linehan
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(1984)自 身 が80年 代 に提 唱 した対 人 的効 果 性 の概 念 を基 に した心 理 社 会 的

(psychosocial)ス キ ル ・トレー ニ ン グ(Linehan,1993b)が 含 まれ て い る。

Linehan(1993b)の 心 理 社 会 的 ス キ ル ・トレー ニ ン グ は 「中 核 的 マ イ ン ドフ

ル ネス ・ス キ ル 」,「対 人 的 効 果 性 ス キ ル」,「情 動 制御 ス キ ル 」,「ス トレス耐 性

ス キ ル」 の4つ か ら構 成 され る 包 括 的 ス キ ル ・ トレ ー ニ ン グ で あ り,こ の 中

の 「対 人 的効 果性 ス キ ル 」 がATに 対 応 して い る。

1)ス キ ル ・トレー ニ ン グの 対 象 自殺 の傾 向 が あ る患 者 を対 象 に弁 証 法

的 行 動 療 法 が発 展 した経 緯 か らLinehan(1993b)の 心 理 社 会 的 ス キ ル ・ ト

レー ニ ン グ もそ う した 自殺 の 危 険 が あ る患 者 や特 に境 界 性 人 格 障 害患 者 を対 象

と して い る 。

2)ス キ ル ・トレ ー ニ ン グの 技 法Linehan(1993b)の 心 理 社 会 的 ス キ

ル ・ トレー ニ ン グは,包 括 的 ス キ ル ・トレー ニ ン グで あ り様 々 な技 法 を含 む。

特 に,こ れ まで のATと 比 較 して 新 た に加 わ っ た 技 法 は,ト レ ー ニ ン グの た

め の技 法 と して,現 在 の 文 脈 に お け る ク ラ イエ ン トの体 験 の 妥 当 性 を認 め る

「妥 当化(validation)」(p.45)が あ る。 ス キ ル ・ト レー ニ ン グ にお い て 「問

題 解 決 技 法 」 が 変 化 を方 向 づ け る方 略 で あ る の に 対 し,「 妥 当 化 」 と は 受 容

(acceptance)を 方 向づ け る方 略 で あ り,Linehan(1993a,b)は 変 化 と受 容

とのバ ラ ンス を取 る こ とが 重 要 だ と した 。

ま た,ク ラ イエ ン トが 教 え られ る ス キ ル と して は,「 東 洋 の 神 秘 的 な訓 練 に

由来 す る瞑 想 実 践 の 心 理 学 版,行 動 版(Linehan,1993b,p.63)」 で あ る マ イ

ン ドフ ル ネ ス ・ス キ ルが あ る。 マ イ ン ドフ ル ネス ・ス キ ル を学 ぶ こ と は ク ライ

エ ン トが 効 果 的 な対 人 関係 を築 く上 で 有 効 と され る。

文 化適 合 的 アサ ー シ ョン ・トレーニ ング(2000年 代)

今 日で は,ア サ ー シ ョ ンの 機 能 的 定 義 に 基 づ き米 国 で 発 展 して きたATを

よ り 日本 文 化 に適 合 的 な トレー ニ ング に しよ う とす る動 き もあ る。 三 田村 ・松

見(2008)は,日 本 文 化 の 他 者 配 慮 的 特 性(Markus&Kitayama,1991)を
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考慮し,間 接表現や娩曲表現をも丁寧な自己主張 とみなし積極的に教える学校

交渉 トレーニング ・プログラムを作成 した。

1)ア サーション ・トレーニ ングの対象 学校交渉 トレーニングの対象

は,子 どもの支援について小学校のクラス担任に依頼や相談を希望する発達障

害児の保護者である。

2)ス キル ・トレーニングの技法 学校交渉 トレーニングにおいて新たに

取 り入れられた技法 としては,Fisher&Shapiro(2005)の 腕相撲 のエクサ

サイズを学校場面に修正した体験的エクササイズがある。このエクササイズで

は,架 空の担任との腕相撲 を通して,効 果的なコミュニケーションが 「勝負」

ではなく 「協力」にあることを体験的に学習する。また,自 分の自己主張に対

する聞き手の受け取 り方を理解するため,ク ラス担任の視点から面談のロール

プレイを評価するなどの技法が用いられている。

ま と め

アサ ー シ ョンは,流 行 とい って よい ほ ど に多 くの研 究 の対 象 にな っ て い る も

の の,定 義 の 困 難 さ に よ り現 在 で は,社 会 的 ス キル の 一 部 と して扱 わ れ る よ う

に な っ た。AT研 究 が,そ れ ぞ れの 研 究 者 や実 践 家 の 考 え る微 妙 に 異 な っ た ア

サ ー シ ョ ン を長 き に亘 っ て 扱 っ て きた こ とは 否 め な い が,Salterの 初 期 の ア

サ ー シ ョン につ い て の 提 案 か ら半 世紀 が経 ち,AT研 究 は我 々 に 多 くの 知 見 を

残 した。 現 在 も,社 会 的 ス キ ル や対 人 ス キ ル に形 を 変 え なが ら,AT研 究 は続

い て い る 。 今 後 のAT研 究 に は,Linehan(1984)の 示 す よ うな 対 人 的 有 能

性 の ス キ ル,す な わ ち機 能 的 な アサ ー シ ョン の枠 組 み に よ る研 究 が 期 待 さ れ

る。 自己 主 張 の 形 態 に と らわ れ な い 機 能的 アサ ー シ ョンは,自 己主 張 の形 態 が

欧 米 と異 な る 日本 文 化(Takai&Ota,1994)に お い て も適 切 な 自己 主 張 を う

ま く捉 え られ る だ ろ う(三 田村 ・松 見,2008)。 ま た,Linehan(1993b)の

心 理 社 会 的 ス キ ル ・トレー ニ ング に もみ られ る よ う に近年 行 動 療 法 に お いて 発

展 を み せ る マ イ ン ドフ ル ネ ス や ア クセ プ タ ン ス の 技 法(Hayes,Follette,&
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Linehan,2004)もATの 更 な る発 展 を示 唆 す る。

にATの 発 展 が期 待 され る 。

今後 も行動療法の発展 と共
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